
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

貝原益軒の紀行文 : その製作状況と個々の作品につ
いて

板坂, 耀子
九州大学大学院博士課程

https://doi.org/10.15017/12170

出版情報：語文研究. 34, pp.32-41, 1972-12-20. 九州大学国語国文学会
バージョン：
権利関係：



貝

原

益

軒

の

紀

行

文

そ
の
製
作
状
況
と
個

々
の
作
品
に

つ
い
て

板

坂

耀

子

一
、

は

じ

め

に

貝
原

益
軒

が
旅

を
好

み
、
そ

の
生
涯

に
多

く

の
紀

行

文
を
記

し

た

こ
と

は
、

「
慶
長

以
来
国

学
者

略
伝

」

そ

の
他

の
数
書

に
見

え

て

い
る
。

そ

の

中

に

は
、
書

名

の
み

で
所

在
不

明

の
も

の
も

多

く
、
幾

つ
か

の
間

題
を
残

躯

が

、
既

に
現
存

す
る

こ
と

が
確

認

さ
れ

て

い
る
作

品

に
隆

っ
て
、
そ

の

成
立

過
程

と
、
個

々
の
作

品
に
あ

ら
わ

れ
た

文
学
性

に

つ
い
て
見
て

い
き

た

い
。
貝

原
益
軒

(
一
六
三

○

～

一
七

一
四

)
は
、

筑
前

黒

田
藩

の
儒
医

で
あ

り

、
近
世
初

期

の
朱
子

学
者

と
し

て
、
ま

た
啓

蒙
家

と
し

て
、

名
を
遺

し

た
。

黒

田
藩

を
歴

史

と
地

理

の
、

い
わ

ば
縦

と
横

か
ら
調

査

し
詳
述

し
た

「黒

田
家
譜

」

「
筑
前

国
続

風
土

記
」

の
二
書

は
、
文

学
的

な
面
白

さ
も

充
分

に

含

む
名

著

で
あ
る
。
朱

子
学
者

と
し

て
は

、
伊
藤

仁
斎

の
よ

う
な

急

進
派

に

は
反
感

を
抱
き

つ
つ
も

、

自
分
自

身

、
常

に
疑

い
を
抱

い
て
悩

み
続

け
、

晩
年
、

「
大
疑

録
」

な

る
書

を
著

し

て
、
控

え

め
な

が
ら
も

注

目
す

べ
き

、
朱

子
学

へ
の
批
判

を

示
し

た
。

家

に
あ

っ
て
は
、

父
や
兄

た

ち

の
運
命

に

心
を
砕
き

、
子

に

は
恵

ま

れ
な

か

っ
た
が
、
病

弱
な

夫
人

や

養

子

と
共

に
、
波

乱

の
な

い
晩
年

を
す

ご
し

て

い
る
。

そ

の

一
見

平
穏

な

生
活

は
、

不
遇

と
も

い
え

る
青
年

期

か
ら
、

用
心

深
く
彼

が
築

き

上
げ

て

き
た

も

の
で
あ

り
、

お

そ
ら
く

は
そ

の
よ
う

な
生

き
方

か
ら
生

ま

れ

て
き

た

で
あ

ろ
う

、

堅
実

で
現
実

的

な
人
生

観

を
、
彼

は

「
益
軒

十
訓

」

と
し

て
知

ら

れ
る
啓
蒙

書

類
を
通

し

て
、
平

易

な
名
文

で
人

々
に
広

め
た
。

そ

の
著

書

は
哲

学

、
医

道

か
ら
、
数

学

、
音
楽

、

天
文

ま

で
、
あ

ら
ゆ

る
方

面

に
わ

た
り
、

数

も
多

い
が

、
彼

が
そ
れ

ら

の
書

を
著

し

は
じ

め

た

の
は
、

日
記

や
年
譜

類

で
検
討
す

る
限

り
、

ほ
と
ん

ど
三

十
代

の
半

ば

か

ら

で
あ

る
。

そ
れ

ま

で
は
、
ま

と

ま

っ
た
著
述

は

一
冊
も

な

い
と

い

っ
て

よ
く

、
彼

の
作

品

の
中

で
今

日
残

る
も

の

の
多

く

は
、

六
十
代

以
後

の
晩

年

に
集

中

し

て
、
記

さ
れ

て

い
る
。

紀
行

文

も
、

そ

の
類

に

も
れ
な

い
。

最

初

の
作
品

「
杖

植
紀

行
』

は

、

年
譜

に
よ

る
と

、
五

十
才

の
春

に
記
さ

れ

た
。

二
、

『
杖

植

紀

行

」

か

ら

『
己

巳

紀

行

」

ま

で

「
杖
植

紀
行

』

は
、
宗

像
神
社

に
青
柳

種
信

写

の

「
益
軒

先
生

杖

植
紀

行
』

な

る
、

漢
文

の

一
本

が
あ

る
。

「
扶
桑

残
玉

集
』

に
は
、

ほ

ぼ
同
文
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の
和

文

で
所

収

さ

れ
、
そ

れ
に
よ

る

と
宗
像

神
社

の
漢

文

「
杖

植

紀
行
』

は
、
末

尾

の

一
行

が
欠

落
し

て

い
る
。

異

同
部
分

を
検

討
す

る

と
、
文
章

は
和

文

の
方
が
整

っ
て
お
り

、
漢

文

の
方
が

よ
り
古

い
形

を
と

ど
め

て

い

る

と
推

測

さ
れ

る
。

竹

田
春
庵

編

「
益
軒

先
生
年

譜
』

に
よ

る

と
、

こ

の
作

品

は
、

(廷

宝

)
七
年

己
未

。
先
生

五

十
才
。

春

往
浴
杖

植

温
泉
。

作
杖
植

紀
行

と
あ

る

ご
と

く
、
廷
宝

七
年
、
彼

が
肥

後
国

杖
植

温
泉

に
行

つ
た
際

の
紀

行

文

で
あ

る
。

平

明
な

記
述

、
道
中

記
的

実

用
性

、
な

ど
と
、

と
ら

え
ら

れ
て
き

た
、

益
軒

紀
行

の
特
色

は

、
す

で
に

こ

の

「
杖

植

紀
行
』

に
、
よ

く
あ
ら

わ

れ

て

い
る
。

漕

聞

、
蝿
後
咽

阿
蘇
榔

、
杖
-
植
里
有
二
温
泉

↓
能

痙

「指

病
↓養
ト
天

性

一吾

将

二
往

洗

浴

延

宝
己

未
三
月

三

日
午

ノ時

発
二
於
福
岡

「
至
二
干

宰
府
葺

寧
乎
大
里

讃

激

弥
郷
吏
辻
氏
馨

の
書

き
出

し

か
ら

し
て
、

晩
年

の
有
名

な

「
諸
州

巡
覧

記
」

の
冒
頭
、

「

元
禄

二
年

、
我

が
年
す

で
に
下
寿

に
及

べ
り
。

か
ね

て
よ

り
丹

後
若

狭

近
江

に
遊

観

の
志
あ

り
。

閏

正
月

廿
五

日
余

寒
猶

は
げ
し
け

れ

ど

つ
と

め

て
京

都
東

洞
院

の
旅

館
を

出

、
勘

解
由

小
路

を

西

へ

と
は
じ

ま

る

一
文

を
想

起

さ
せ

る

口
調

で
あ

る
し

、
そ

の
他

に
も
、

桜

の

花

の
賞

美

、

土
地

の
人

々
の
生
活

へ
の
興
味

な

ど
、
後

の
作

品
と
共

通
す

る
記

述

が
多

い
。
彦

山

の
僧
坊

の
あ

り
さ
ま

を
克

明
に
記

す
あ

た
り

は
、

「日
光

名

勝
記

」
や

、

「
諸

州

巡
覧
記

」

中

の
高

野

山

の
く

だ
り
を
連

想

さ

せ
る
し

、

温
泉

に
関
す

る
記
事

も

、
後

の

「
有
馬

山

温
泉

記

」

に
類

似

す

る
。

ま

た
、
彦

山

の
御
嶽

が
、
け

わ
し

い
か
ら
登

る

こ
と
は

困
難

と
聞

い
て

予
諭
奪

二此
地
一
筍
不
曜
登
と「絶
頂
一而
薮
逓
脚
他
日
甚
有
⊃遺
憾
一彿
コ

信

ア脚

二
饗
・蹟

「
不
瓢
能

乃
止

ン
耳

と
、

「
こ
こ
ま

で
来

た
か

ら
に

は
」

と
、
か

ご
も
使

わ
ず

徒

歩

で
、
大
変

な
苦

労
を
し

て
頂

上
を

き

わ
め
、

そ

の
爽
快

さ
、

頂
上

か
ら
見

た
景

色

の

よ

さ
を

、
長

々
と
述

べ
て

い
る
。

こ

の
よ
う

な
精
神

は
、

近

世

の
旅

行
家

に
お

い
て

は
基

本
的

な

も

の
で
、
益
軒

紀

行

に
お

い
て
も

根
本

を
流

れ
る

姿
勢

と

い
え

よ
う

。

こ
の
種

の
好
奇

心

、
探
究

心

に
支
え

ら

れ
た
冒
険

性

は
、
中
世

以
前

の
紀

行
文

の

「
旅

の
憂

い
」

に
と

つ
て

か
わ

っ
て
、

近
世

紀
行

の
中

心

と
な

る

一
要
素

で
あ

り

、

「
中

空

の
日
譜

」

、
「
登
嶽

日
講

』

を

は
じ
め

、
多

く

の
紀

行

文

に
登
場

し

て
く
る
。

益
軒

は

、
そ

の
よ
う

な

積
極
的

な
旅

行
家

と

し
て

の
態
度

を
、
最

も

早
く
う

ち

出
し

た

一
人

で
あ

っ
た

と

い
え
る
。

益
軒

の
初

期

の
紀
行

で
残

っ
て

い
る

の
は

こ

の

一
作

の

み
で
、

そ

の
後

約

十
年
間

の
作

品

「
大
和

河
内

路
記
』

「
京
畿

紀
行
』

な

ど

は
、

い
ず

れ

も
所

在

が
不

明

で
あ

る
。

し

か
し

「
杖
植

紀
行
』

で
見
る

限
り

、
紀

行
文

に
お
け

る
益
軒

の
姿

勢
、

特
色

と

い

っ
た
も

の
に
は

、
当
初

か
ら
ず

っ
と

さ
し

た

る
変

化

は
な

か

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

貞
享

元
年

、

五
十

五
才

の
益
軒

は

、
公
命

を
う

け

て
江
戸

に
赴

い
た
。

同
年

四
月

、

彼

は
東

海

道

か
ら
美

濃
路

を
経

て
大

坂

に
行

き

、
更

に
播

州

高

砂

を
経
由

し

て
、
郷

里

の
筑

前

に
戻

る
。

(
日
記

五
号

)

同
年

十
月

、
再

び
故

郷
を

出
て

、
十

一
月

、
大

坂
、
京

を
経

て
江

戸

に

入

っ
た
。

そ
し

て
翌
貞
享

二
年

三
月

八

日
に

今

日
有
往

京
都

之
命

、
且

経
過
木

曽

路
亦
有

許
容

、

予
往
上

邸
謝

両
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官

長

(
日
記

五
号

)

と
あ
り

、
木

曽
路

を
経

て

の
入

京
を
願

い
、
許
可

さ

れ
た

こ
と

が
わ

か
る

三
月

十

五
日

、
桑
手

の
宿

を

た

っ
た
益
軒

は
、

日
光
路

を
通

っ
て

日
光

山

に
上

り

、
そ

こ
か
ら
倉

加
野

を
経

て
東

山
道

に
入

っ
た
。

そ

し

て
、
当

時

は
ま

だ
旅
行
者

も

め

っ
た

に
足

を

ふ
み
入

れ
な

か

っ
た
木
曽
路

の
旅

を

続

け
、
関

原

ま
で
出

て
、
敦
賀

へ
行
き

、
敦
賀

か

ら
京

へ
入

っ
た

の
で
あ

っ
た
。

四
月

三

日

の
こ
と
で
あ

る
。

こ

の
後

六
月

に
帰

郷
し

、
途

中
厳

嶋

に
た
ち

よ

っ
て

い
る
。
馬

や

か
ご
を
利

用
し

て

い
る

と
は

い
え

、

こ

の
前

後

の
日
記

に
、
身
体

の
不

調
を
訴

え

る
記
事

も
頻

出
し

て

い
る

こ
と
を
思

う

と

、
驚
く

べ
き

強
行

軍

で
あ

る
。

益
軒

は

、

こ

の
貞
享

元
年

か
ら

二
年

へ
か
け

て

の
旅

の
記

録
を

、

一
つ

に
ま

と

め
て
、

「
東
路
記

』

な

る

一
本

を
作

っ
た
。

貝
原

家

に
写

本

が
存

す

る
。

茶
色

の
大
本

で
全
百

十

四
丁

、

表
紙

に
次

の
よ
う

に
あ

る
。

東
海

道

美
濃

路

播

州

自
高
砂

室
迄

東

山
道

木

曽
路
赤

坂
迄

自
江
戸

日
光
路

自
日
光
倉

加

野

自
関

原
敦
賀

自
敦

賀

上
京

厳
嶋

記

こ
の
項

目

に
従

っ
て
、
見
聞
し

た
記

事

が
記

さ
れ

、
末

尾

に
貞
享

二
年

八
月

の
蹟

が
附

せ
ら
れ

て

い
る
。

こ
の
蹟

の
中

で
益
軒

は

、

こ
の
書

の
題

材

と
な

っ
た
旅

に

つ
い
て
簡
単

に
記

し

、

こ
れ
を
作

づ

た

い
き
さ

つ
を

、

一
つ
に
は
自

分

の
思

い
出

の
た

め
、

ま
た

一
つ
に
は

、
ま

だ
そ

の
場
所

を

見

て

い
な

い
人

を
な

ぐ
さ

め
る

た
め

と
説

明
し

て

い
る
。

こ

の
書

の
内
容

は
、
ま

っ
た
く

の
見

聞
し

た
事

実

の
羅

列

で
、

作
者

は

一
切
登
場

せ
ず

、

地

誌
的

性
格

が
著

し

い
の

で
あ

る

が
、
内

容

は
面
白

く
、
作

者
独

自

の
美

意

識
や

見
解
も

随

所

に
の
ぞ

い
て
、

ま

っ
た

く
没
個

性
的

な
道

中
記

と
も

言

い
が
た

い
。

「
東

路
記

』
制

作

の
三
年

後

、
元
禄

二
年

、
益
軒

は
再

び
長
途

の
旅

に

出

た
。

「
日
記

六
号
』

で
み
る

と
、
閏

正
月

二
十
五

日
に
京

の
東

洞
院

の

宿
を
出

発

し

、
丹
波

丹
後

か
ら
若

狭

を
巡

っ
て

、

二
月

三

日

に
帰

京
、

同

十

日
か
ら

今
度

は
南

に
向

っ
て
、
和

歌
浦

か
ら

吉
野
山

、

千
早

城
な

ど
を

巡
り

、
二
十

四
日

に
帰
京

し

た
。
更

に

同
二

十
六

日
、
摂

州

に
赴

き

、
金

竜

寺

、
古

曽
部

、
伊

勢

寺
な

ど
を
遊
覧

し
て

二
十
七

日
、

帰
京

し

た
。

こ

の
時
彼

は

六
十
才

、

ほ
ぼ

ひ
と
月

の
間

に
、

三
回

に
わ

た
る
長

途

の
旅
行

を
行
な

っ
て

い
る

の
で
あ
る
。

益
軒

が

こ
の
直
後

に
記
し

た
紀

行
文

の
、
最

も

原
形

に
近

い
写
本

は

、

京
都

大
学

の
建
築

学
科

研
究

室

に
存
す

る

「
丹
波

丹
後

若
狭

紀
行
』

(
京

大
図
書

館

の
力
ー
ド
書

名

に
よ

る

)
の

一
本

で
あ

る

と
思
う
。

も

っ
と
も

こ
れ
は

、
天
理

図
書

館
藏

の

「
己

巳
紀

行
』

の
本

文

と
、
全

く

同

一
の
内

容

で
、
末

尾

の
奥
書

も

、
天

理
本

が
、

元
禄

二
年
八

月
望

日

貝

原
篤

信
書

元
禄

五

年

六
月

十
八

日
検
閲

之

了

壬

申

六
月

二
十

六
日

竹
洞

野

宜
卿

一
校

と
あ

る

の
に
対

し
、
京

大
本

は

元
禄

二
年

入
月
望

日

貝

原
篤

信
書
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元
禄
五
年
六
月
十
八
日
検
閲
之
了

壬
申
六
月
二
十
六
日

竹
洞
野
宜
卿

一
校

元
禄

己

卯
孟
夏

傭
筆
書

写
之北

浜

と
あ

っ
て
、
あ

た

か
も

天
理
本
を

書

写
し
た

か

に
見

え

る
。

し

か
し

、
天

理
本

「
己
巳

紀
行
』

に
は
、
多

く

の
加
筆

が
あ

り
、

そ

れ

は
後

に

こ
の
紀
行

が
、

「
諸

州
巡
覧

記

」

の

一
部

と
し

て
板
行

さ
れ

た
際

の
、
本

文

と

の
異

同

を
す

べ
て
記
し

た

だ
け

の
も

の
で
あ

る
。

そ
れ
も

加

筆

の
み
で
削

除

は
し

て
お
ら
ず

、
板

本
を
見

て
書

き

加
え

た
も

の

の
よ
う

で
あ

る
。

加
筆

が
な

い
段
階

の
天
理
本

を

、
京
大

本

が
写

し

た
と

い
う
可

能

性
も
あ

る
が
、

決
定

は
で
き

な

い
。

こ
の

「
丹

波
丹
後

若
狭

紀
行
』

(
以
後

、
京
大

本

「
己
巳
紀

行
」

と
す

る
)
は

、
共
表

紙

の
大
本

で
、

表
紙

に
、

丹
波

丹
後

若
狭

紀
行

南

遊
記

事

島

上
紀

行

と
あ

り
、

こ

の
項

目

に
従

っ
て
、

三

つ
の
旅

の
様
子

が
記

さ
れ

る
。

益
軒

の

、
地
誌

的
な
記

事

、
地
方

の
人

々
の
生
活

に
よ

せ
る
関

心
は

、

こ
の
紀

行

に
も
強

く
あ

ら
わ

れ
て

お
り

、
要
領

の
よ

い
明
解

な
記
述

で
、

手

ぎ
わ

よ
く
道

順

や
距
離

を
述

べ
る

一
方

、
興

味
を

ひ

い
た
事
柄

に

つ

い

て
は
、

長

い
文
章

を
費
し

て

い
る
。

『
東
路

記
』

と
ち

が

っ
て
、

こ
れ

に

は

作
者

が
登

場
し

、
前
作

よ
り
も

そ

れ
だ
け

紀
行

文

と
し

て
の
形
式

を
整

え

て

い
る
が

、
そ

の
存
在

は
、
な

お
漠
然

と
し
た

も

の
で
、

地
誌
的
な

記

事

の
間

に
、
し

ば
し

ば
登

場
す

る
に
す

ぎ
ず

、
全
体

の
中

に
占

め
る

位
置

は
、
ま

だ
不

明
確

で
あ

る
。

た

だ
し
、

和
歌
浦

の
古
歌

の
、

正
し

い
解
釈

を

実
証
す

る

た
め

に
、

浜

べ
に
終

日
座

り

こ
ん

で
波
を

観
察

し
た
り

、
知

り

あ

い
の
僧

と
行

き
あ

っ
て

、
長

い
会

話

を

か
わ

し
た

り
、

そ

の
行

動

や

思

考
に

は
、
面

白

い
も

の
が
多

い
。

行
き

く

れ
て
、
宿

を
得

ら

れ
ず
苦

労

す
る

話

に
も
、
中

世

以
前

の
そ

れ

と
は
ち

が

っ
た
、

近
世

の
旅

人

の
客

観

的

で
冷
静

な
目

が
う

か
が

わ
れ

る
。

三

、

『
壬
申
紀
行
』
成
立

「
楽
訓

」

に
お

け

る
四
季

の
自

然
描
写

や

、

「
黒

田
家
譜

」
中

の
合

戦

描
写

な

ど
を

見
て

も
、
益
軒

の
文
章

が
、

基
礎

の
し

っ
か
り
し

た

、
節

度

あ

る
う

ま
さ

を
持

っ
て

い
る

こ
と

は
わ

か
る
。

だ

が
、
彼

自
身

は
、

「
楽

訓
」

や

「
文
訓

」
そ

の
他

で
述

べ

て

い
る
ご
と

く
、
旅

も

文
学
も

、

結
局

は
楽

し

み

の
た
め
、

そ

れ
も
心

を
穏

や

か
に
し
、

迷

い
や
悩

み
を

鎮

め
る

と

い
う

、
節

度
あ

る
楽

し

み

の
た

め
と
と

ら
え

て

い
た
。

す

ぐ

れ
た
文
章

を

書

こ
う
と
努

力

す

る

こ
と
す
ら

、
心

の
平

静
を
乱

す

こ
と

に
な

る
と

、

彼

は

い
ま

し
め

て

い
る

の
で
あ
る
。

(
「
文

訓
」

)

そ

の
よ
う

な
彼

の
こ
と

で
あ

る
か
ら

、

い
か

に
旅

を
好

み
、

多

く

の
紀

行

文
を
著

し

て
も

、
中
世

以
前

の
も

の

と
ち

が

っ
た
新

し

さ
を

創
造

し
よ

う
な

ど

と
、
気

負
う

は
ず

は
な

い
の
で
あ

る

が
、
や

は
り

、
そ

の
諸
作

品

の
中

に

は
、
あ

る

程
度

の
工
夫

や
試

行
錯
誤

も

み
え

る
よ
う

で
あ

る
。

社

会
全

体
も

、
旅

そ

の
も

の
も
、
中

世

以
前

と
は
根

本
的

な
変

化
を

と
げ

た

ば

か
り

の
当
時

に
あ

っ
て

は
、
旅

を
好

み

、
紀
行

文
を
記

そ
う

と
す

る
と

い
や
で
も

そ

の
よ
う

な

工
夫

や
試

行
錯

誤
を

、

せ
ざ
る
を

得

な
か

っ
た

の

か
も

し
れ
な

い
。

近
世

の
旅

と
紀

行
文

の
性
格

に

つ
い
て
は

後
述
す

る

と
し

て
、

ひ
き
続
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き
益
軒

の
作
品

に

つ

い
て

み
よ
う
。

前
項

で
述

べ
た
元
禄

二
年

の
長
旅

か

ら

二
年
後

、
彼

は

、

「
江
東

紀
行
』

と

い
う

作
品

を
著
し

た
。

貝
原
家

に

東
軒

夫

人
筆

の
写
本

が
存

し
、
後

述
す

る

「
熊

野
路
記
』

と
と
も

に
、
貝

原

淑
子
氏

が
、

「
香
推

潟

」
第

十
三
号

に
、
翻
刻

を
発

表
さ

れ

て

い
る
。

京

都

か
ら
醍

醐

山

に
上

り
、
瀬

田

か
ら

石
山
寺

を

経

て
、

野
洲

川

.
八

幡

山

に
向

い
、
長
命

寺
山

の
ふ
も

と
か
ら
舟

で
竹

生
嶋

に
行

き

、
安
土

の

城

趾
か

ら
大
津

ニ
ニ
井

寺

を

た
ど

っ
て
都

に
戻

る
、

近
江
国

を
中

心

と
し

た
紀
行

文

で
あ

る
。

彼

の
作

品
と
し

て
は
短

か
く
、

小
品

に
属
す

る
。

前

作

に
比

し

て
、

こ

の
紀
行

に
は
更

に
、
個

人
的

な
記
事

が
多

い
。

と

り

わ
け

、
・半
途
に
山
寺
の
草
庵
有
し
に
立
寄
て
。
し
は
ら
く
い
こ
ひ
。
か
れ
飯
を
く
ひ
。

山
上

に

い
た
り
ー

い
に
し

へ
此
山
に
も
す
て
に
二
度
の
ほ
り
し
か
ど
。
か
く
見
処
あ
る
佳
境
と
は

覚
え
す
お
よ
そ
人
の
心
の
と
ま
る
は
其
好
む
処
に
よ
れ
り
年
お
ひ
て
佳
境
に
目

の
と
ま
る
時
な
れ
は
か
く
覚
ゆ
る
に
ゃ

な
ど

、
他
人

に
と

っ
て
は

そ
れ

ほ
ど
重

要

で
な

い
事

実
ま

で

が
記

さ

れ
る

の
が
興

味

ぷ
か

い
。

こ
れ

は
、
益

軒

紀
行

に

し

て
は
珍
し

い

こ
と

で
、
主

情

的

日
記
的

な

、
昔
な

が
ら

の
紀
行

の
パ
タ
ー

ン
に
若
干

後

戻
り
し

て

い

る

と
も

見

え

る
。

と

は

い
え
、

益
軒

紀
行

の
特

徴

で
あ

る
。

土
地

の
人

々

の
生

活

に
関
す

る
記

事

、
距
離

の
明
示
な

ど

は
あ

い
か
わ

ら
ず

で
、
ま

た

そ

の
他

に
も

、

こ
の
作

品

に
は
、

益
軒

が
土

地

の
人

々
と

、

い
か
に
交

流

し

て
、
そ

の
土
地

に
関
す

る

知
識

を
入

手
し

て

い

っ
た
か

と

い
う

こ
と
も

具
体

的

に
描

写
さ

れ

て

い
て
、
彼

の
、
他

の
紀
行

を
読

む

際

の
参
考

に
も

な

る
。

翌
元
禄

五

年
、

「
壬

申
紀

行
』

が
成

立
す

る
。

こ
れ
は
仮

綴

、
共
表

紙

、
墨
付

三

十
八
丁

の
写

本

が
貝
原

家

に
現
存

す

る
。

貝
原

淑
子

氏

が
福
岡

女
子
大

学

の
卒
論

で
、
そ

の
全
文

を
翻

刻

さ
れ

た
。

「
扶

桑
残

玉
集
』

所

収

の
も

の
は

、
そ

れ
に
、

わ
ず

か

だ
が
、
更

に

手

を
加
え

た
あ

と

が
み

え
る
。

筑
前
荒

津

の
浜

か

ら
船

で
播
磨

の
室

津
に

い
た

り
、
書

写

山

に
上
り

、

つ
い
で
姫
路

か
ら

兵
庫

を
経

て
船

で
大

坂

へ
向

い
、
久
宝

寺

、
八
尾

を

過

て
生
駒

山
を

越

え
、
竜

田

川
を
見

て
京

を
過

ぎ
、

伊
賀

、
伊
勢

を

通

っ
て

身

延

山
、
富

士

山

に
た
ち
よ

り
、
鎌

倉

を

回

っ
て
江
戸

に
入

る
。

旅
行

そ

の
も

の
が
、
盛

り
だ
く

さ

ん
な
内

容

で
、
紀

行

の
分
量

も
か

な
り

多

い
。

彼

は
ま

ず
、

こ
の
作

品

の
冒

頭

で
、

人
と
な
り
性
僻
み
て
閑
寂
に
ふ
け
る
は
我
本
意
な
れ
と
い
か
な
る
ち
な
み
に
や
我

若
き
時
よ
り
年
毎
に
旅
の
空
に
う
か
れ
て
出
て
東
往
西
遷
の
客
と
な
り
て
や
む
事

き
も
又
是
我
命
運
の
本
よ
り
定
れ
る
に
や

と
、

こ
れ
ま

で

の
彼

の
作

品

に
み

ら
れ
な

か

っ
た
、

改
ま

っ
た

前
書

を

し

て
、

い
わ
ば
従

来

の
紀
行

文

と
し

て

の
型
を
整

え

て

い
る
。

ま

た
末

尾

に

は
、

「
東

路
記
』

の
蹟

と

ほ
ぼ
同

様

の
、

「
自
分

の
後

の
思

い
出

」

と

「

郷
里

の
人

に
話
す

と
き

の
た

め
の
覚
書

」

と

い
う

、

二

つ
の
理
由

を
あ

げ

て
、
創

作

動
機

を
説

明
し

て

い
る
。

こ

の
結

び
の

一
文
は

、
益
軒

に

し

て

は
長

く
、

て

い
ね

い
で
、

冒
頭

と
よ
く

照
応

す

る
。

こ

の
よ
う

に
、
主

人

公

と
し

て

の
自

分
を

、

こ
れ
ま

で

に
な
く

、

は

っ
き
り
と

登
場

さ

せ
た

の

は

、
単

に
、

中
世

以
前

の
紀
行

文

の
な

ぞ
り

に
す
ぎ

な

い
旅

人
像

で
は

な

く
、
彼

の
描

写
す

る
豊
富

な

記
事

の
紹
介

者

と
し

て

ふ
さ

わ

し

い
性

格

を
、

主
人
公

に
与

え

る
自
信

が

つ
い
た
か
ら

と
も

見
え

る
。

事

実
、

こ
の
作

品

で
は

、
彼

の
得
意

と
す

る
、

地
方

生
活

に
関
す

る
記
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事

、

科

学

的

な

観

察

な

ど

も

、

冗

慢

に

流

れ

ず

全

体

の
流

れ

の
中

に

と

け

こ

み

、

旅

の

中

途

で
お

き

る

、

こ
ま

ご

ま

と

し

た

個

人

的

な

で
き

ご

と

も

単

に

日

記

的

記

録

と

し

て

で

な

い
、

客

観

的

な

面

白

さ

を

持

ち

え

て

い
る

高
岡
川
有
頃

日
の
大
雨

に
洪
水

出
て
河
の
渡
り
四
町
斗
脹
り
流

る
船
な
け

れ
は

渡
る

へ
き
や
う
な
し

せ
ん
す

へ
な

く
て

い
と
す

く
や
か
成
里
人
を
や

と
ひ
肩

に

の

り
て
わ
た
る
水
深
く
渡
り
遠
け
れ

は
あ
や
う

く
し
て
な
や
み
く
る
し
め
り

さ
れ
と

此

役
夫

は
み
た
り
の
力
あ
る

つ
よ
き
お

の
こ
に
て
六
十

に
な

れ
と
猶
す

ま
ひ
を
よ

く

と
り
て
此
あ

た
り
に
て
は
名
を
得
し
と
な
ん
漏
河
す

る
よ
し

に

い
と
た
の
も
し

水

の

い
と
ふ
か
き
所

は
我

い
ざ
ら

い
を
ひ
た
す
か
ろ
う
し

て
川
を
渡

今
宵
は
万

沢
に
と
ま

り
ぬ
主
の
家
ま
う

け

の
さ
ま

い
と

い
ふ
せ
く
さ
う
じ
物

の

あ

し
き
を
く
は
せ
む
し
ろ
な
と
け

か
ら

は
し
く
よ

う

つ
佗
し
け

れ
は
旅

の

つ
か
れ

や
ま
す
主

の
お

の
こ
口
き

・
て
甲
州

の
事
共
語

る

(中
略

)
か
ら
う

し
て
夜

半
斗

万
沢
に
着

ぬ
お
と

つ
ゐ

の
や

と
り

は
江
戸

の
客
あ

り
今
宵

は
こ
と
家

に
と
ま
る
夜

す

て

に
更

ぬ
れ

と
お
と

つ
ゐ

の
あ

る
し
我
宿

に
来
り

客
あ
り
て
宿

せ
さ
る
事

本
ゐ

な
き
よ
し

か
た
る
懸
る
よ
し
な

し
こ
と
書

む
は

い
た

つ
か
は
し
け
れ
と
年
老

ぬ
れ

は
萬
あ

過
行
事
思

ひ
出
ら

れ
て
ゆ
か
し
く

人
の
露
斗

の
情
も
忘
れ

か
た
き
ま

、
に

後

の
思

ひ
て
に
せ
ん
た

め
に
す

て
か
た
く
し
る
し
置

侍
る

と

い

っ
た

、

土

地

の
人

々

の
描

写

に

も

、

精

彩

が

あ

り

、

波
あ

ら
く
船

た

・
よ
ひ
て
我

衰
残
の
力
よ
は
き
身
は
目
く
る
め
き

む
ね
さ

は
き

て
い
と
た
え
か
た
し

道

の
雨
泥
ふ
か
く
な
め
ら
か
に
僕
も
馬
も
行
な
や

み
鞍

の
上
あ

や
う

け
れ
は
中

比
よ
り
歩
行

に
て
ゆ
く

(中

略
)雨

い
た
く

ふ
り
河
崎

に
も
馬

も
な
く
か
た
く

と

と
こ
ほ
り
日
暮
て
江
戸

へ
は
い
ぬ
の
時
に
着
ぬ

な

ど
と
旅

の
苦
し

み
も
多

く
描

か
れ

な
が
ら

、
全
体

と
し

て
は
落
着

い
た

冷
静

さ
を
保

っ
て
感

傷

に
溺

れ
て

い
な

い
。

と

り

わ

け

、

こ

れ

ら

の

描

写

が

、

単

に
時

間

の
推

移

に

従

っ
て

、

脈

絡

な

く

登

場

す

る

の

で

は

な

く

て

、

そ

れ

ぞ

れ

効

果

的

に
使

用

さ

れ

て

、

互

い
の

記

事

を

ひ

き

た

て

、

か

な

り

意

図

的

な

伏

線

や

、

や

ま

場

を

作

っ

て

い
る

こ

と

に

、

注

目

し

た

い
。

一
つ

の

独

立

し

た

事

柄

を

描

写

す

る

場

合

に

で
も

、

そ

れ

が

見

ら

れ

る

。

た

と

え

ば

、

身

延

山

の
情

景

を

克

明

に

述

べ

て

、

そ

の
美

し

さ

を

称

え

た

後

で

、

か

・
る
深

山
幽
谷

の
人
里
遠

く
山
川
か
さ
な
り
道
け

は
し
く
し
て
か
り
そ
め

に
こ

え
来
る
さ

へ
い
と
ら
う

か
は
し
く
な
や

み
く

る
し

め
る
所
成

に
か
う

や
う

の
い
か

め
し
く
う
る

は
し

き
伽
藍

を
多

く
立

つ
ら
ね

た
る
事

め

つ
ら
か
成
を
か
く
人

の
ち

か
ら
を
多
多
も
ち

ゐ
人
の
た
か
ら
を
お

び
た

・
し
く

つ
ゐ
や
か
さ
す
る
事
佛

の
道

に
か
な

へ
る
に
や

い
さ
し
ら
す

と

、

軽

い
批

判

を

し

て

み

た

り

、

ま

た

、

富

士

川

の
加

満

が

渕

に

か

か

っ

た

つ
り

橋

を

渡

る

際

に

、

板
橋
も

土
橋
も
な
く
て
縄
橋
と
云
物
を

か
け
た
り
其

あ
り
さ
ま

い
ふ
も
う

ら
め
し

す

・
き
と
云
物

を
あ
ら
く
箕
に
編

て
其

下
に
竹

の
さ

・
や
か
な
る
を
横

た
て
に
し

其
竹

の
目
は
六
七
寸
も
あ
り
な

ん
橋

の
よ
こ
は

(下
略

〉

と

、

ま

ず

橋

の

状

熊

を

徹

底

的

に

説

明

し

て

お

い
て

、

か
や
う

な
あ
や
う
き

こ
と
き
け

る
た
め
し
も
な
し
さ
れ
と

こ
と
は
し

も
な
く
又
船

に
て
渡
る

へ
き
や
う
も

な
け
れ
は
む
か

へ
成

里
人
を

二
人
や
と

ひ
て
あ
と
さ
き
よ

り
手
を

ひ
か
れ

て
渡
る
ふ
み
て
渡
れ
は
す
た
れ
動
き
左
右

に
か
た
ふ
き
て
危
し
左

右

に
は
少
も

さ
は
る
物

な
く

つ
ま
づ
き
す

ヘ
リ
な

は
た
ち
ま
ち
あ

え
な
く
落

て
溺

と

、

れ
な

ん
我

に
し

た
か
ふ
や

つ
こ
な
ん
と
も
は
う

は
う

渡
る

自

ら

の

様

子

を

記

し

て

、

最

後

に

、

い
と
あ
や

つ
き
事
時

の
間
に
頭
も
白
く
成

ぬ

へ
し
さ
れ
ど
此
里

の
賎
女
な

ん
と
は
頭

に
コ
き
水
桶

い
た

・
き
う
た
う
た

ひ
て
の
と
か
成
景
色

に
て
わ
た
る
習

へ
は
か

・

板

板

嵐
Ψ
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る
う
き
事
も
う
か
ら
す
な
る
物
に
や

と
、
土
地

の
女

を
対

照
さ

せ

る
。

こ
の

一
文

な
ど

は
、
橘

南
錯

の

「
東

西

遊
記

」
を

思

い
出
さ

せ
る
も

の
が
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
、
彼
独

自

の
文
学

性
-

豊

富

な
知

識

の
紹

介

、
客

観
的

な
観
察

眼

、
対
象

に

ふ
れ

て

い
く

積
極
的

な
姿

勢
、

な

ど
が
、

基
本
的

な

土
台
と

な

っ
て
作

品

の
世

界

に
定

着

し
、
本

来

、
紀
行

文

の
伝

統

で
あ

、

る
、
個

人
的
な

記
述

、
主

観
的

な
述
懐

、
な

ど
も

、

そ

の
世
界

の
中

で
、

そ
れ
ら

の
土
台

と
調

和

の
と
れ

た
も

の
と
し

て
、

ま

と
め
上

げ

ら
れ

て

い

る
点

、
序

文

・
結

語

が
完
備

し

、
様

々
な
記

事
が

ば
ら

ば
ら

で
な

く
、
巧

み

に
相
関

し

て
立
体
的

な
面

白

さ
を
作

り
あ

げ

て

い
る
点

、

更

に
作
品

の

量

.
題
材

と
な

っ
た
旅

の
規

模
な

ど
か

ら

み
て
、

私
は

こ
の
、

「
壬

申
紀

行
』

は
、
益
軒

紀

行

の

一
つ
の
頂

点
を

示
す

も

の
で
あ

り
、

単

に
彼

の
作

品
中
随

一
と

い
う

だ
け

で
な
く

、
近

世

紀
行
全

体

か
ら

み
て

も
き

わ

め
て

す

ぐ

れ
た
作

品

の

一
つ
で
あ

る
よ
う

に
思
う

。

中
世

以
前

に

お

い
て
は
、
旅

は
主

と
し

て
苦

し

み

で
あ

り

、
修
行

で
あ

り
、
ま

た
、
定

ま

り
な

い
悩

み
多

い
現
世

の
、

象
徴

と
し

て
と
ら

え
ら

れ

て
も

い
た
。
し

か

し
、
近

世

、
社
会

の
安
定

に

つ
れ
て
、

旅

は
娯
楽

的
性

格

を
強
く

帯

び
は

じ
め
、

社
会

自
体

も

又
、
旅

に
よ

っ
て
象
徴

さ

れ
る
よ

う

な

、
う

つ
ろ

い
や
す

い
不
安
定

さ
を
、

基
本

的

に
は
失

っ
た
。

少
く

と

も

、
旅

の
憂

い
や
苦
し

み
や

、
そ

れ
に
よ

っ
て
更

に
あ

ら

た

め
て

か
み
し

め

る
現
世

の
空

し
さ

、
と

い
う

こ
と
を

テ
ー

マ
に
し

て

い
る
限

り

、
近

世

の
紀
行

文

は
、

中
世
以

前

の
作

品
を

し

の
ぐ

こ
と
は
因

難

に
な

っ
た
。

以

前

よ
り

楽

に
な

っ
た
条

件

の
も

と
で

、
以
前

よ

り
苦

し

い
旅

を

描
写
し

よ

う

と
す

る

の

は
、
ど
う

し

た
と

こ
ろ

で
不

自

然

で
あ

る
。

二
番

せ

ん
じ

は

ま

ぬ
が
れ

な

い
し
、

そ

の
よ
う

な
凡

作

が
事

実
多

い
。

近
世

の
紀
行

文
中

で
す
ぐ

れ

た
も

の
、

た
と

え
ば
菅

江
真

澄

の
諸
作

品

古
河

古
松
軒

の

「
東
遊
雑

記
」

「
西
遊
雑

記
』

、
橘
南

賂

「東

遊

記
」

及

び

「西

遊
記

」
な

ど

は
、

い
ず

れ
も
旅

を
娯

楽

と

と
ら

え

、
積
極

的

に
そ

れ

に
飛

び

こ
ん

で
行

く
姿

勢

を
あ

ら
わ

に
す

る
。

こ
の
系

列

に
属
す

る
紀

行

作
家

の
多

く

は
、
現

世
を

強
く

肯
定

し

、
太

平

の
世

を
称

え

る
。

旅

の

苦

し

み
を
、
押

し

つ
け

ら

れ
た
運
命

と
し

て
は
と

ら
え
ず

、

も
と

も

と
楽

し

み
を
味

わ

お
う

と
し

て
来

た
旅

で
、
自

分

の
不

注

意

ゆ
え

に
お

こ

っ
た

結
果

と

と
ら

え

て
、
責
任

と
意

地

を
も

っ
て
対

処
す

る
。

そ

の
苦

し

み
に

耐

え
え

ぬ
自
分

を
、
客

観
的

に
な

が
あ

て
、

こ

っ
け

い
化

さ
え

す

る
。

旅

の
憂

い
や

現
世

の
空

し
さ

に

か
え

て
、
彼

ら

が
作

品

の
中

心
と
す

る

の
は

見
聞

し

た
事
実

の
豊
富

さ

、
雑
多

さ

で
あ

り
、

そ
れ

に

ふ
れ

て
自

分

の
中

に
わ
き

お

こ
る
思
考

の
多
様

さ

、
複
雑

さ

、
奇
抜

さ

で
あ

る
。

そ

の
よ

う

な
意

識

の
定

着

に
よ

つ
て
初

め

て
、

近
世

の
紀
行

は

、
中
世

以
前

の
そ
れ

か
ら

脱
皮

し
得

た
。

近
世

後
期

顕

著

に
な

る
、

こ
の
よ
う

な
新

し

い
傾
向

は

、
近

世
前

期

、

林

羅
山

や

貝
原

益
軒

の
作

口
畢

に
、
す

で
に
そ

の
萌

芽

を

み
る

と

い

っ
て

い

い
。

そ
し

て
こ

の

「
壬
申

紀

行
」

は
、
単

に
そ

れ

だ
け

で
な
く

、
近

世

後
期

の
作

品
類

と
な
ら

べ
て
も

、
少
し

も

ひ
け
を

と
ら

な

い
完

成
度

を
持

っ
て

い
る
。

『
壬
申
紀

行
』
制

作

の
二
年
後

に
執
筆

さ

れ
た

「
熊

野
路
記

」

は
、
東

軒

夫

人
筆

の
写
本

が
貝

原
家

に
現

存
す

る
。

ご
く

小
品

で
、

表
表

紙
も

な

い
十

一
丁

の
書

で
あ

る
が
、
注

目
す

べ
き

は
、

こ

の
紀

行

が
す

べ
て
、

資
料

を
集

め

た
空
想

の
み
で
書

か
れ

、
益
軒

は
旅
を

し

て

い
な

い
と

い
う

点

で
あ

る
。

こ
れ

は
典
型

的
な
例

で
あ

る

が
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実

は
益
軒

紀

行

の
中

に

、

こ
の
よ
う

な
傾
向

は
常

に
あ

っ
た
。

た

と
え

ば

「
江
東
紀

行
』

中

で
益
軒

は

、
瀬

田

の
蛍

に

つ

い
て
、

こ
う

記
す
。

か
ね
て
よ
り
此
こ
ろ
は
此
処
に
蛍
の
お
ひ
た

・
し
く
む
ら
か
り
飛
よ
し
聞
侍
れ
は

そ
れ
を
見
ん
と
て
時
を
ま
ち
て
ま
う
で
来
ぬ
れ
ど
。
は
や
く
盛
す
き
て
今
は
見
え

ず
。
こ
と
し
よ
り
八
年
は
か
り
ま

へ
の
と
し
卯
月
の
比
。
あ
づ
ま
よ
り
か

へ
り
侍

り
し
時
も
蛍
を
見
ん
と
て
瀬
田
に
と
ま
り
こ

・
に
来
り
し
か
と
も
時
す
ぎ
て
む
な

し
く
さ
り
ぬ
。
ふ
た
・
ひ
共
に
蛍
を
見
る
眼
を
お
び
ざ
る
事
う
ら
み
お

・
し

と

こ
ろ

で

一
方

、

「
東

路
記

」
中

に
は

、
次

の
よ
う

な

描
写

が
あ

る
。

蛍
谷
は
勢
多
と
石
山
の
間
な
り
四
月
下
旬
の
比
此
谷
よ
り
夜
ご
と
に
蛍
お
び
た

・

し
く
飛
出
て
橋
の
南
北
に
と
び
ち
り
数
万
の
蛍
又

一
所
に
あ
つ
ま
り
丸
く
か
た
ま

り
て
空
に
あ
が
り
其
か
た
ま
り
水
の
上
に
お
ち
て
ち
る
と
云
毎
夜
か
く
の
こ
と
し

漸
々
日
を
お
ふ
て
川
下

へ
下
る
宇
治
に
て
は
五
月
上
旬
の
比
蛍
多
き
さ
か
り
な
り

と
云

明

ら
か

に
見

て

い
な

い
も

の
を

も
、
克

明

に
描

写

し

て

い
る
。

こ
れ
は

土
産
話

が
わ
り

と
し

て

の

「
東

路

記
』

の
性
格

か
ら

み

る
と
、

サ
ー

ビ

ス

精
神

で
も
あ

ろ
う

が
、
他

の
紀

行

に
も
随

所

に
あ

ら
わ

れ
る
例

で
あ

り
、

彼

の
作
品

の

一
特
徴

と

い

っ
て

い
い
。

益
軒

自
身

が
、
空

想

の
み

で
記

述

す

る
代

償

作
用

的
な
楽

し

み
を
味

わ

っ
て

い
た
と

も
考
え

ら
れ

る
。

こ

の
作

品

と
同
年

に

「
豊
国

紀
行
」

が
成

立
す

る
。

こ
の
本

は

「
日
本

庶
民

生
活

資
料

集
成
」

第

三
巻

に
所
収

さ
れ

、
同
書

の
筑
紫
豊

氏

の
解
題

に
よ
る

と
、
別

府

の
日
名
子

氏
所

藏
本

と
福

岡
図
書

館
本

(戦

災

で
焼

失

「
大
分

県
紀
行

文
集

」
所

収

の
翻
刻

の

み
残

る

)
、
小
倉

図
書
館

本

の
三

本

が
あ

り
、

い
ず

れ
も
写
本

で
、
原
本

の
所

在

は
不

明

だ
が

、
小
倉
本

が

最
も
原
本

に
近

い
よ
う

だ
と

の

こ
と
で
あ

る
。

「
扶

桑

残
玉
集

』
所

収

の

『豊

国

紀
行
』

も

、

こ
の
小
倉
本

と
ま

っ
た
く

同

一
で
あ

る
。

筑

紫
氏

も

指
摘

し

て

お
ら
れ

る

が
、
小
倉

本

に
は

、

享
保

十

一
年

八
月

三
日

貝
原
常

春

五
十

六
歳
書

文
久

二
戌

冬

山
内
家

よ
り

求
之

の
奥

書

が
あ

り
、
益

軒

の
養
子
常

春

が
所

藏
し

て

い
た
様

で
あ

る
。

こ
の
紀

行
も

か
な

り
長

い
も

の

(
小
倉

本

は
十
行
書

、

五
十

八
丁

)

だ

が
、

「
壬

申

紀
行
」

に
比

べ
る
と

、
書

き

出
し

も
し

め

く
く
り

も
、
単

に

事
実

を

記
す

の
み

で
、
全

体
的

に

も
、
覚

え
書

に
す

ぎ
な

い
よ
う

な

と

こ

ろ

が
あ

る
。
作

者

の
行

動
も

一
応

は

た
ど
れ

る
も

の

の
、
町

や
山

野
の
説

明

ば
か

り

が
地
誌

も
ど

き

に
続

い
て

い
く
部

分

が

か
な

り
あ

っ
て
、
全

体

と

し

て
の
統

一
を
欠

き
、

未
完

成

な
印
象

を
与

え

る
。

こ
れ

は
、
時

期
的

に
も
、
益

軒

が
、

ひ
き
続

く
大

旅

行
を
く

り

返
し

た
時
代

の
末

期

に
あ

た

っ
て

お
り

、

「
壬

申
紀
行

』

で

一
応

の
完

成
を

な

し
た
直

後

の

こ
と

で
あ

る
た

め
、
す

で

に
そ
れ

ほ
ど

紀
行
製

作

に
情
熱

を
抱

か
な

く
な

っ
て

い
た

こ
と
を

示
す

の
か
も
し

れ
な

い
。

こ
の
後

、
元
禄

十

一
年

に
、
家
族

と
と
も

に
有

馬

山
温

泉

に
湯

治
に
行

っ
た
際

の
紀
行

「
戊
寅

春
遊
記

」

を
、
益

軒
作

と
し
て

「
扶
桑

残
玉

集
』

が
収

め
る
。
他

に
は
見

あ

た
ら
な

い
作

品
だ

が
、
年
譜

の
記
事

と

も

一
致

し
、
益
軒

作

と
し

て
よ

い
で
あ

ろ

う
。

「
扶
桑

残
玉
集

」

所
収

の
益

軒
紀

行

は
、

お

お
む

ね
あ

る
程
度

、
手

を
加

え
て

、
整

つ
た

か
た

ち
に

な

っ
て

い
る
。

こ
の
作

品
も
小

品

で
あ

る
が
、

そ
れ

な
り

に
ま

と
ま

っ
た
佳

作

で

あ
る
。

た

だ
し

「
江
東

紀
行
」

と

も
似

か
よ

っ
て

、
そ

れ

ほ
ど
新
し

い
試

み
な

ど
は
見

ら

れ
な

い
。
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四

、

結

び

に

か

え

て

益
軒

の
紀

行
制

作
活

動

は
、
以

上
を

も

っ
て
、

ほ

ー3
お
わ

る
ゆ

晩

年

に

板
行

さ
れ

て
好
評

を
博

す
る
作

品

の

ほ
と
ん

ど
は

、

こ

の
時
期

に
書

か

れ

た
も

の

の
中

に
、

そ

の
原
形

を
見

出
す

こ
と

が

で
き
る
。

す

な
わ

ち
、
正

徳

三
年

板
行

の

「木

曽
路

記

」

は
、

「
東

路

記
』
中

の

〈
東

山
道

〉

〈
美

濃

路

〉
を

一
つ
に
ま

と
め

た
も

の
で
あ

る
。

同
年

板
行

の

「
諸
州
巡
覧

記

」

中

、
前
半

の

く
西
北

紀
行
〉

は

、

「
己

巳

紀
行
」

中

の

〈
丹
波
丹

後

若

狭

紀
行

〉
、

後
半

の

〈
南
遊

紀
行

〉

は

「
己
巳

紀

行
』

中

の
、

〈南

遊
記

事

〉

、
ま
た

「
続

諸
州

巡
覧

記
」

中
、

前
半

は
、

「
東
路

記
』

中

の

〈
自

関
原
敦

賀

〉

〈
自
敦

賀

上
京

〉
、
後

半

は

、

「
己
巳

紀

行
」

中

の

〈
島

上

紀

行
〉

と

「
東

路
記

』
中

の

く
播

州

自
高

砂
室

迄
〉

に
、

そ

れ
ぞ
れ

若

干
手

を

加
え

た
も

の

で
あ

る
。

翌

正
徳

四
年

板
行

の

「
日
光

名
勝
記

」

は
、

「
東
路
記

』

中

か
ら

く
自

江
戸

日
光
路
〉

〈
自

日
光
倉
加

野

〉
を

抜
粋

し

た
も

の

で
あ

る
。
益

軒

の
没

後
、

享
保

六
年

板
行

さ

れ
る

「吾

嬬
路

記

」
」

は
、

「
東

路

記
』

の
中

く
東

海
道
〉

〈
美
濃

路

〉
に

、
書
騨

柳

子
軒

が
手

を

入
れ

た
も

の
で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
板
行

ま

で

の
過
程

、
加
筆

削
除

の
状
況
等

に

つ

い
て

の
説

明

は
、
今

回

は
割

愛
す

る
。

ま

た
、

板
行

作

品

の
原
稿

と
な

っ
た

の
が

「
東

路
記

』

「
己
巳

紀

行
』

の
二
冊

の

み
に

と
ど
ま

っ
た
点

に

つ

い
て
は

、

い

ま

だ
不

明

で
あ

り
、
今

後
更

に
検
討

を
続

け

て

い
き

た

い
。

最
後

に
、

貴
重

な
資

料

の
閲
覧

を

、
快

く
許

可
し

て
下

さ

っ
た
貝

原
真

吉

氏

、
貝

原
淑
子

氏

、
並

び

に
各

図

書
館

に

、
心

か
ら
感

謝

の
意
を

表

さ

せ

て
頂
く
。

註

①

著
作
目
録
類

で
検
討
す
る
限
り

、

「京
畿

紀
行
」

「
大
和
河
内
路
記
』

「都

鄙

行
遊
記
』

「摂

津
国
記
」

「
備
播
紀
行
』

「
宇
治
勢
多

遊
覧
記
』
等

の
、所
在
も
、

内
容
も

、

一
切
不

明

の
、
益
軒
作

と

い
わ
れ
る
紀
行
文
が
あ
る
。
す

で
に
知

ら
れ

て
い
る
作
品

の
別
名

又
は
原
稿

で
あ

る
可
能

性
も
あ
る
が
、推

測

の
域
を
出
な

い
。

②

黒

田

一
貫

(黒

田
藩

の
家
臣
、
益
軒

の
弟
子
)

の
子
孫
加
藤

一
純

の
編

で
、
歴

代

の
諸

名
家

の
文
を
集
あ

た
も

の
。

益
軒

の
紀
行
文
も

い
く

つ
か
入

っ
て

い
る
。

官
内
庁
書
陵

部
に
、
安
永
六
年

の
写
本

が
あ

る
。

鋤

「
二
十

一
日

己
時
秋
月
を
発

し
申
時
福
岡
に
帰
る
」

韻

井
上
忠
氏

・人
物
馨

貞

原
益
軒
」
・
留

国
雄
氏

「帝
国
文
庫

・
紀
行
文

集

」
解
題
、
な
ど
。

⑤

文
政
元
年
、
香

川
景

樹
。

⑥

弘
化
三
年
、
栗
本
鋤
雲
。

⑦

書
簡

で
見
る
と
実
際

に
、
弟

子
の
竹
田
春
庵
等

に
、

こ
の
書
を
貸

し
与
え
た
り

し
て

い
る
。

鋤

な
お
、

「扶
桑
残

玉
集
」

に
は
、

「
諸
州
記
事
」

の
名

で
、
そ
の
全
文

が
所
収

さ
れ
て

い
る
。

「東
路
記
』

と

の
異
同
も
多

い
が
、
こ
れ
は
板
行

の
過
程
と
も
関

連
す
る
問
選

な
の
で
、
今
回
は
省
略
す
る
。

⑨

「
扶
桑
残
玉
集
」

に
は
、
加
筆

も
削
除
も
行
な

っ
て
、
全
く

板
本

「
諸
州
巡
覧

記
」

と
同

一
に
な

っ
た
も

の
が
、

「己
巳
紀
行
』

と
し
て
収
録
さ
れ

る
。

α¢

近
世
紀
行

に
お

い
て
は
、

こ
れ
は
い
ず

れ
も
、
作
品

の
質
を
考
慮
す

る

一
要
素

と
な
り
う

る
。

・

㎝

菊

岡
沽

涼
、
大
田
南
畝
、
本
居
宣
長

、
瀧

澤
馬
琴
等
、

い
ず

れ
も
そ
の
よ
う

な

傾
向

を
も

つ
と
み
て
よ

い
。
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⑫

「有
馬
山
温
泉
記
」

の
み
が
、
既
述
作
品
中
に
そ

の
原
形
を
見
出

せ
な

い
。

「
如

寅
春

遊
記
』
は
有
馬
温
泉
行
を
題
材

と
す
る
が
、
原
形

と
は
い

い
が
た
い
。

03

別
名

「東
路
記
」
と
し

て
知
ら

れ
る
。

私
の
見
た
板
本

の
内
題
は
す

べ
て

「
東

路
記

」
と
な

っ
て

い
た
。

α◎

し
た

が

っ
て
、

「
木
曽
路
記
」

「東
路
記
」

は
、
末

尾
の
部
分

が
重
複
す

る
。

受

贈
図

書

47
年

4
月

～
9

月

建

礼

門
院
右

京
大

夫

(日
本
詩
入
選
13
)

高

関
堂

日
記

王

朝

第
五
冊

図
書
寮
叢
刊

平
安

鎌
倉

未

刊
詩

集

俳

譜
連

歌
草

稿

〈
一
包
〉

(
仮
称
)

筑
摩

書
房

鹿
島
守
之
助

王
朝
文
学
協
会

宮
内
庁
書
陵
部

乙

畔

峰

稽

古
巻

・
評
集

巻

・
山
里
し

ふ

・
当

季
稽

古

巻

他

万
葉

集
難

歌
解

論

高

良

玉

垂
宮
神

秘
書

・
同

紙
背

・
地

図

平
安

朝
文

学
事

典

校

本

馬
内

待
集

と
総

索

引

(笠
間
索
引
叢
刊
5
〉

狂
歌

美
人

菱
花

集

優
鉢
羅
室
叢
書

大

乗

理
趣

六
波

羅
密

経
繹

文

現
代

日
本

文
学

全
集

第
認
篇

・
翼
篇

長

唄

稽
古

本

今

川
為

和
集
　

〈中
世
歌
書
翻
刻

第
3
冊
〉

高
橋

真
吉

高
良

大
社

今
井

源
衛

今

井

・福

井

・
田
尻

・
工
藤

中
野

三
敏

春
日

和
男

春
日

和
男

春
日

和
男

稲
田

浩
子

受
贈
雑
誌

47
年
4
月
～
9
月

①

国
語
国
文
研
究

(北
海
道
大
)
48
49
/
人
文
論
究

(北
海
道
教
育
大
)
32

/
語
学
文
学

(北
海
道
教
育
大
)
10
/
文
化
と
言
語

(札
幌
大
)
9
巻
1

/
札
幌
大
学
教
養
部
札
幌
大
学
女
子
短
大
紀
要
3
/
藤
女
子
大
学
国
文
学

雑
誌
11
/
学
園
論
集

(北
海
道
学
園
大
)
20
/
文
化

(東
北
大
)
35
巻
3

/
文
芸
研
究

(東
北
大
文
芸
研
究
会
)
69
/
日
本
文
学
ノ
ー
ト

(宮
城
学

院
女
子
大
)
7
/

一
橋
論
叢
67
巻
4
-
9
/
国
語
と
国
文
学

(東
京
大
)

49
巻
4
-
9
/
近
代
文
学
論

(東
京
教
育
大
)
3
/
国
文

(お
茶
水
大
)

37
/
都
大
論
究
10
/
都
立
大
学
方
言
学
会
会
報

45
46
/
国
文
学
研
究

(早

稲
田
大
)
46
47
/
学
術
研
究

(早
稲
田
大
)
20
/
演
劇
学

(早
稲
田
大
)

13
/
国
語
研
究

(国
学
院
大
)
32
/
国
学
院
大
学
紀
要
10
/
国
学
院
雑
誌

拗
～
鵬
/
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
29
/
中
央
大
学
紀
要
30
/

中
央
大
学
文
学
部
紀
要
29
/
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
10
/
日
本

文
学

(
明
治
大
)
4
/
研
究
年
報

(学
習
院
大
)
18
/
語
文

(日
本
大
)

37
/
日
本
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
21
/
青
山
語
文
2
/
東
洋
大
学
大
学
院

紀
要
7
/
専
修
国
文
12
/
跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
20
/
跡
見
学
園
短
期
大

学
紀
要
9
/
貫
践
国
文
学
1
/
国
文
鶴
見

(鶴
見
女
子
大
)
7
/
学
苑

(

昭
和
女
子
大
)
糊
ー
鵬
/
文
芸
論
叢

(立
正
女
子
短
大
)
8
/
和
洋
国
文

研
究

(和
洋
女
子
大
)
8
/
成
城
国
文
学
論
集

5
/
大
妻
国
文
3
/
語
文

論
叢

(千
葉
大
)
1
/
人
文
研
究

(神
奈
川
大
)
51
/
国
文
学
論
考

(都

留
文
科
大
)
8
/
国
文
学
論
集

(山
梨
大
)
10
/
人
文
論
集

(静
岡
大
)

22
/
研
究
紀
要

(静
岡
女
子
大
)
5
/
静
岡
女
子
大
学
国
文
研
究
5
/
名

古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
19
/
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
30
/
紀
要

(

名
古
屋
大
学
教
養
部
)
16
/
国
語
国
文
学
報

(愛
知
教
育
大
)
24
/
説
林

(愛
知
県
立
大
)
20
/
愛
知
大
学
国
文
学
11
12
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